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医療費の窓口負担「ゼロの会」

重い窓口負担による受診抑制、
治療中断により重症化を招いて
います。国民が必要な治療を受
けられるように、ぜひ賛同署名
にご協力お願いします。

賛同署名は
こちら▽

お金の心配なく、安心して
医療を受けられる社会へ　

斎賀　史郎（豊中市）

窓口負担ゼロの会

予算５兆円　軍事費か医療費か

参加者の様子＝６月８日、
神戸市内　　　　　　　　

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定をご確認ください

専門家による
無料相談

法
律
相
談
　

７
月
７
日（
月
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

税
務
相
談
　

７
月
16
日（
水
）
14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

雇
用
相
談
　

７
月
17
日（
木
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

シ
ス
テ
ム
相
談　

第
３
土
曜
日　

14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

日
時　

７
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師

野
杁
由
一
郎
氏
（
新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
研
究
科
口

腔
健
康
科
学
講
座
う
蝕
学
分
野
教
授
）

会
費　

３
千
円　
　

定
員

80
人

※
保
育
有
り
（
10
日
前
ま
で
に
要
予
約
。
ま
ず
は
お
電
話
下

さ
い
）

Ａ
Ｉ
時
代
の
歯
科
保
存
界
わ
い
と
変
わ
り
行
く
う
蝕

治
療

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
７
月
度
生
涯
研
修

日
時　

７
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

講
師

小
原
由
紀
氏
（
宮
城
高
等
歯
科
衛
生
士
学
院
教
務
主

任
、
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
非
常

勤
研
究
員
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

※
Ｗ
ｅ
ｂ
限
定
の
講
習
会
の
た
め
、
申
込
に
は
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
が
必
須
で
す
。

口
腔
機
能
低
下
を
見
逃
さ
な
い
！
現
場
で
活
か
す
歯

科
衛
生
士
の
視
点
と
工
夫

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
三
島
地
区
講
習
会
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
限
定
）

日
時　

８
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場

と
み
も
と
歯
科
（
地
下
鉄
中
央
線
「
朝
潮
橋
」
駅
か

ら
10
分
）

講
師　

冨
本
昌
之
氏
（
大
阪
市
港
区
開
業
）

会
費　

５
千
円　
　

定
員

16
人

チ
ェ
ア
サ
イ
ド
講
習
会　

バ
キ
ュ
ー
ム
実
習

【
ス
タ
ッ
フ
対
象
】

日
時　

８
月
23
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

講
師

長
友
薫
輝
氏
（
佛
教
大
学
准
教
授
、
日
本
医
療
福
祉

政
策
学
会
副
会
長
）

会
費　

無
料

定
員　

現
地
60
人
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
２
０
０
人

医
療
費
４
兆
円
削
減
問
題
に
つ
い
て

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）

口
管
強
（
旧
か
強
診
）、
歯
援
診
、
外
安
全
・
外
感

染
（
旧
外
来
環
）、
歯
初
診
の
施
設
基
準
に
か
か
る

研
修
会

【
会
員
限
定
】

日
時　

７
月
27
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師

古
土
井
春
吾
氏
（
甲
南
医
療
セ
ン
タ
ー
歯
科
口
腔
外

科
部
長
）

会
費　

５
千
円　
　

定
員

80
人

※
お
申
し
込
み
は
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
医
療
需
要

が
高
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
だ
が
、
歯
科
は
１
回
で
済

む
医
療
で
は
な
く
、
何
度
も

通
う
必
要
が
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、「
近
く
に
歯
医
者
が

あ
る
」
こ
と
が
極
め
て
重
要

な
の
で
あ
る
。

災
害
時
に
必
要
な

制
度
整
備

　

さ
ら
に
、
震
災
特
別
措
置

で
窓
口
負
担
が
免
除
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
、
受
診
を
後
押

　

震
災
後
、
奥
能
登
の
歯
科

医
師
の
友
人
が
診
療
所
を
立

て
直
し
、
よ
う
や
く
１
年
余

を
経
て
開
業
が
叶
っ
た
際
、

患
者
は
ま
さ
に
〝
待
ち
構
え

て
い
た
〞
状
態
だ
っ
た
。
友

人
は
、「
例
年
の
３
倍
く
ら

い
来
た
」
と
話
し
て
い
た
。

し
し
て
い
る
。
こ
れ
は
重
要

な
制
度
で
あ
り
、
こ
の
６
月

末
で
の
打
ち
切
り
は
あ
っ
て

は
な
ら
ず
継
続
す
べ
き
だ
。

災
害
時
に
お
け
る
歯
科
医
療

提
供
体
制
の
確
保
と
住
民
・

患
者
の
実
態
に
合
わ
せ
た
制

度
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
私
の
実
家
も
最

近
よ
う
や
く
公
費
解
体
が
終

わ
っ
た
が
、
珠
洲
市
の
よ
う

な
地
域
で
は
高
齢
者
や
仮
設

住
宅
で
の
避
難
生
活
者
が
多

く
、
通
院
で
き
な
い
人
々
が

取
り
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
。
こ
う
し
た
人
々
を

支
え
る
た
め
に
も
、
公
的
財

源
に
よ
る
歯
科
医
療
の
提
供

体
制
の
拡
充
が
必
要
で
あ

る
。

　

発
災
直
後
の
問
題
と
し

て
、
医
療
法
上
避
難
所
で
は

保
険
診
療
を
行
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

実
際
は
厚
労
省
が
特
例
と
し

て
避
難
所
の
被
災
者
へ
の
保

険
診
療
で
の
訪
問
診
療
を
認

め
る
こ
と
を
通
知
し
た
が
法

令
と
し
て
は
未
整
備
で
あ

る
。
今
後
、
避
難
所
で
も
保

険
診
療
を
原
則
可
能
と
す
る

法
令
整
備
が
急
務
で
あ
る
。

保
障
は
国
の
責
務

　

金
沢
大
学
名
誉
教
授
の
井

上
英
夫
先
生
は
、
支
援
と
い

う
言
葉
で
は
な
く
「
保
障
」

と
い
う
語
を
用
い
る
べ
き
だ

と
述
べ
て
い
る
。
支
援
と
は

行
政
の
裁
量
で
「
や
っ
て
あ

げ
る
」
も
の
に
過
ぎ
な
い

が
、
保
障
は
国
の
責
務
で
あ

る
。
災
害
は
石
川
県
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。
南
海
ト
ラ

フ
地
震
を
は
じ
め
、
全
国
ど

こ
で
も
起
こ
り
う
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
災
害
時
に
お
け
る

歯
科
医
療
の
「
保
障
」
制
度

の
確
立
が
必
要
な
の
だ
。

　

神
戸
で
行
わ
れ
た
「
窓
口

負
担
ゼ
ロ
の
会
」
に
参
加
し

た
。
こ
の
会
の
目
的
は
受
診

時
の
窓
口
負
担
を
無
く
し
、

国
民
の
受
療
権
と
生
存
権

（
憲
法
25
条
）
に
大
き
く
寄

与
し
…
平
た
く
言
え
ば
「
お

金
の
事
を
気
に
せ
ず
に
医
療

を
受
け
て
も
ら
お
う
」
と
い

う
事
で
あ
る
。

　

会
の
冒
頭
主
催
者
か
ら

「
奴
隷
制
度
の
廃
止
、
普
通

選
挙
、
男
女
同
権
も
絵
空
事

だ
と
思
わ
れ
て
き
た
が
、
人

類
は
こ
れ
を
克
服
し
た
。
そ

れ
に
較
べ
れ
ば
窓
口
負
担
ゼ

　

当
協
会
は
１
９
７
１
年
４

月
に
僅
か
１
０
０
人
足
ら
ず

の
会
員
か
ら
結
成
さ
れ
、
今

年
で
も
う
54
年
を
迎
え
て
い

ま
す
。
私
が
入
会
し
た
の
は

１
９
８
２
年
４
月
頃
と
思
い

ま
す
が
き
っ
か
け
は
保
険
医

協
同
組
合
の
共
済
制
度
に
興

味
を
持
ち
、
ま
た
歯
科
材
料

を
取
り
扱
っ
て
い
る
の
が
１

番
の
理
由
で
し
た
。

　

入
会
時
の
会
員
番
号
は
１

０
３
４
番
で
顧
み
ま
す
と
結

成
後
10
倍
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
大
阪
府
歯
科
医
師
会
も

入
会
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

当
時
の
会
員
数
は
３
９
０
０

人
で
し
た
。
当
協
会
は
発
展

を
重
ね
て
２
０
２
５
年
５
月

現
在
４
２
４
３
人
と
い
う
大

き
い
組
織
に
築
き
上
げ
ら
れ

会
員
の
診
療
と
生
活
、
権
利

を
守
る
た
め
事
務
局
と
一
体

に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
因
み
に
大
阪

府
歯
科
医
師
会
は
３
月
末
現

在
５
２
９
０
人
に
な
っ
て
い

ま
す
が
歯
科
保
険
医
協
会
も

対
外
的
な
影
響
力
を
持
っ
て

お
り
大
阪
府
で
は
歯
科
界
の

両
雄
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
医
協
会
の
特
徴
は
、

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

（
保
団
連
）
を
母
体
と
し
て

医
科
と
歯
科
の
連
携
に
よ
り

医
療
保
険
制
度
や
診
療
報
酬

の
改
善
の
た
め
政
府
と
の
交

渉
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

で
す
。
現
在
の
旧
保
険
医
会

館
は
老
朽
化
に
よ
り
新
会
館

建
設
に
至
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
２
０
２
６
年
夏
頃
の

竣
工
を
目
指
し
て
工
事
が
着

々
と
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
19
に
よ
り
歯

科
保
険
医
協
会
の
50
周
年
記

念
行
事
も
延
々
と
さ
れ
新
会

館
の
竣
工
時
に
合
わ
せ
て
祝

賀
会
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が
そ
の
日
は
大
勢
の

会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
も
は
や
来
年
夏
の
新

会
館
の
竣
工
を
待
ち
き
れ
ま

せ
ん
。
た
ま
ら
な
く
ワ
ク
ワ

ク
気
分
で
す
。

ロ
は
難
し
い
話
で
は
な
い
」

と
の
発
言
が
あ
り
、
来
賓
か

ら
「
窓
口
負
担
ゼ
ロ
に
必
要

な
予
算
は
５
兆
円
」
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。
５
兆
円
は
大

き
な
額
だ
が
、
昨
今
の
軍
事

費
の
異
常
な
増
加
に
較
べ
れ

ば
破
格
の
数
字
と
は
言
え
な

い
と
思
う
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
の
発
言
を

補
足
す
る
か
の
様
に
、
伊
藤

真
弁
護
士
が
「
応
能
負
担
を

す
れ
ば
財
源
は
出
来
る
し
、

今
も
予
算
は
あ
る
。
問
題
は

何
に
振
り
分
け
る
か
だ
。
人

殺
し
の
道
具
（
軍
事
費
）
に

近
く
に
歯
医
者
が
な
い
と
い
う
こ
と

―
―
能
登
の
被
災
地
か
ら
歯
科
医
療
提
供
体
制
を
問
う
（
下
）

石
川
県
保
険
医
協
会　

副
会
長　

平
田
米
里
（
歯
科
医
師
）

使
う
の
か
、
人
を
救
う
た
め

の
（
医
療
費
）
に
使
う
の
か
」

と
い
う
指
摘
に
は
目
を
開
か

さ
れ
る
思
い
で
あ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
何
故
政
府
が
窓

口
負
担
に
拘
る
の
か
と
言
え

ば
、
不
必
要
な
受
診
と
無
駄

な
診
療
が
増
え
る
の
を
防
ぐ

た
め
と
の
事
だ
が
、
後
者
は

越
権
行
為
も
甚
だ
し
い
暴
論

で
論
外
。
前
者
に
関
し
て
は

長
崎
県
保
険
医
協
会
の
調
査

で
明
確
に
否
定
さ
れ
て
い

る
。
私
の
実
感
で
も
、
日
常

窓
口
負
担
ゼ
ロ
の
人
の
来
院

回
数
が
極
端
に
多
い
か
と
言

三
井
泰
正
（
大
阪
市
・
西
淀
川
区
）

想いのへ

会館新 歯
科
協
会
の
発
展
と
会
員
の

更
な
る
地
位
向
上
を
目
指
し
て

参
加
レ
ポ
ー
ト

え
ば
否
で
、
重
篤
化
し

て
か
ら
の
来
院
が
多

い
。
故
に
医
療
機
関
に

通
い
易
い
環
境
を
作

り
、
定
期
健
診
や
予
防

を
奨
励
す
る
方
が
中
長

期
的
に
は
国
民
の
健
康

に
寄
与
す
る
の
で
は
と

思
う
。


